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1．　まえがき

　カッパ6型一RSロケットは，IGYにもとついて太陽輻

射線の観測を行なう目的のもので，高度50km付近にお

カッパ6型一RS　1，2号機の光学的追跡について

　　…一高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（第30報）一一

　　　　　植村恒義・山本芳孝・田中勝也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて，分光器により太陽輻射線を観測撮影し，この撮影

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された記録部分（ロケット頭部）を切断してパラシュー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トで海面に落しフロートで浮遊させて回収するものであ

　　　　　第1表カメラデータ　　　　　　　る・このうち今回のRS1・2号

使用カメラ K－6－RS－1 K－6－RS－2

Night　photo　Camera

（中央観測点）

Zeiss　Aerotopograph

（中央観測点）

15倍手動

追跡装置

（南観測点）

　15倍手動

　追跡装置

（中央観測点）

　　　　間　　　　時　　圧　出

　　　　間　　　　時　　動　出　　タ駆度露

ムル軸イ問フ時

レンズ
絞　り
フィルタ
撮影速度
同　期
1勧の露出時間
フィノレム

本　体
レンズ
絞　り
フィルタ
撮影速度
同　期
1齢の露出時間
フィノレム

　　　　間　　　　時　　　　出

Graflex

（高齢メ翻

35rnm　Bell＆Howell

撮影機

（高速度カメラ観測点）

16mm　Filmo撮影機
（高速度カメラ観測点）

レンズ
絞　り
フィルタ

蟷膿出時間

モータ
画　面
フィノレム

　　　間　　　時　　　出

Aero・Ektar　305mrn　f：2．5

f：11
R（Fuji　No．7Geratine）

D，C．24V
lf／s

1／100sec
水平より60°上空へ向け固定
Kodak　Super　XX　91Sinch

Topogon　100mm　f：6．3
開　放
R（Fuji　No．7　Geratine）

手　動
約2秒1勧
1／200sec
水平より39°36ノ上空へ向け

固定
Kodak　Super　XX
lr・p・m・の時計を画面に入れる

35mm　Mitchell改造カメラ
Canon　800mm　f：8
開　放
R
20f／s
目盛撮影カメラと同時に
1P．P．S．

1／500sec
Fuji　Negative　Film　35mm

1inch　　f：　1．8

f：8
ナ　シ
16f／s
lP．P．S，

ストロボによる（短時間）
Fuji　Negative　Film　16mm

ナ　　シ

ナ　　シ

Ektar　127mm　f：4．5
開放　f：4・5

ナ　シ
1／500sec
ランチャーより上空固定
Agfa　Color
X十3でShutter　ON

ナ　　シ

ナ　　　シ

な　　し

左に同じ

左に同じ

左に同じ

35mm　Mitchell改造カメラ
Raptar　25Qmm　f：4．5
f：8

膿鵬7Ge「at’ne）

目盛撮影カメラと同時に
1P。P．S．

1／500sec
35mm　Fuji　Negative　Film

1inch　　　f：　1．8

f：5．6

ナ　　シ
16f／s
lP。P。S．

ストロボによる（短時間）
16mm　Fuji　Negative　Film

ナ　　シ

　　め　　　　　　　　　　　　　　　　v＿

Nikkor　250mMl　鯵・－
f：5．・6　　　　脚鱒糊贈
R（Fuji　No．7Geratine）
24f／s

1／500sec

シンクロナスモータ
ランチle・一一付近より上空へ

35mm　Fuji　Negative　Film

Ektar　63mm
f：11
64f／s
1／130sec
ランチャー付近より上空へ
Ansco　ColorてASA32）
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機では頭部切断，パラシュート，

フロートなどの記録回収技術の研

究に主眼がおかれた．

　RS1号機は，全長5．750m，

重量265・18kgで，機内に分光

器，フロート，パラシュート等を

搭載して，昭和33年9月25日

午後2時50分，発射角78°のも

とに飛しょう実験が行なわれた．

　RS2号機は午後0時05分，
発射角78°のもとに飛しょう実験

が行なわれた．なお機内には太陽

分光器，タイマー，パラシュー

ト，フロート，トランスポンダ等

が搭載してある．

　以上の飛しょう実験に際し，ロ

ケットの飛しょう状況を追跡撮影

し，その特性を求めるとともに，

分光器の海面落下地点を知るため

中央，南，高速度カメラの各観測

点に光学的追跡装置を配し光学的

追跡を行なった．

　2・　追跡撮影装置

　南観測点ではRS1，2号機と

も，15倍手動追跡装置，中央観測

点では1号機は航空カメラ2台2

号機では15倍手動追跡装置に航空

カメラ1台をそれぞれ使用した．

　中央観測点

　　　1号機Zeiss　Aero　topograph

　　　　　　Night　Photo　Camera

　　2号機15倍手動追跡装置

　　　　　Zeiss　Aero　topograph

南観測点＝15倍手動追跡装置

高速度カメラ観測点＝・35mm

　Bell＆Howel1撮影機

　詳細なデータについては第1表

に示すので参照されたい・
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　　第1図　カッパ6型一RS2号機飛しょう軌跡

　　　　　　　　　　　　　　　　3．飛しょう観測

　　　　　　　　　　　　　　　　RS1号機は，天

　　　　　　　　　　　　　　　候は比較的晴れては

　　　　　　　　　　　　　　　いたが上空に雲が点

　　　　　　　　　　　　　　　在し，光学的追跡に

　　　　　　　　　　　　　　　は割合難かしい条件

　　　　　　　　　　　　　　　だった．したがって
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第2図　カッパ6型一RS1号機30秒までは確実に
　　　　速度（V）一時間（T）曲線　追跡することができ

た・なおRS1，2号機ともブースタロケットは地肌の

ままであるが，メインロケットには光学的追跡がより可

能であるため赤色螢光塗装をほどこしてある．

　4．観測結果の解析

（1）RS1号機の観測結果の解析

　a）　飛しょう軌跡　RS1号機の発射後10秒間にお

ける飛しょう軌跡を第1図に示す．

　この解析結果によるとRS1号機は，ランチャー離
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脱後，発射方向より北側に偏向し，発射後10秒では10°

偏向した面内を飛しょうしており，水平距離1，040m，

高度2，560mの位置を示している・

　b）　速度一時間特性　第1図の飛しょう軌跡を基にし

て図式微分法により速度一時間特性を求めたので第2

図に示す・この解析結果によるとブースタロケットの燃

焼中約9・5秒までは計算値よりも測定値の方は小さな値

を示している．また計算値がブースタステージにおいて

は9・5秒で速度が最大値を示しているが測定値では，そ

の時間以後で最大値をとっている．ただしその時間およ

び大きさについてはロケットを捕促することができなか

ったため値を示して比較検討することはできなかった．

（2）　RS　2号機の観測結果の解析

　a）飛しょう軌跡　RS2号機では，発射後33秒まで

飛しょう軌跡を求めることができたので第3図に示す・

この結果RS2号機では，発射方向より南側へ3°偏向

した面内で，飛しょうしておりランチャー－ee脱後頭部を

少々上げている．計算値と比較してみると，ブースタの

燃焼時間は計算値の12秒間に対して実測値の方は，12．・3

秒間（ただしロケット撮影カメラのフィルムに記録され

覧＼　魑

　　、

　御o

@∠〃

@〃〃

@4卿

@　卿

@　θ〃v喫／

ｬ度↑

／．
●

、＼

1
　・

’　　　　　、 ’　　－e－←測定値

@　一・一・一自†算値

7〃

o5〃4〃詔汐

◎　● 、＼ノ

●　　●

◎

鋤〃〃〃

7

ρ　　5　　〃　　／5　　〃　　25　　5〃　　35
　　　　　　　　　踊悶Tcsec）一

第4図　カッパ6型一RS2号機速度（V）一時間
　　　　（T）曲線
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た結果による）であっ

た．その後コースティ

ング，切断とも正常に

行なわれ，19・5秒後で

メインロケットの燃焼

が始まっている。この

時間も追跡撮影装置の

フィルムにより記録さ

れた結果であるが，速

度一時間特性によって

もほぼこの値に近い結

果が求められた．

　なおメインロケット

の燃焼終了時は，像が

小さいためはっきり知

ることができなかっ

た．またレーダ測定値

を参考として記してみ

たが，光学的測定値は，

発射後25秒付近まで

は計算値の上側を飛し

ょうし，以後は下側を

飛しょうしているがレ

ーダ測定結果は約30

秒後でも上側を飛しょ

うしている．しかしい

ずれの測定結果でも時

間軸を基準にとれば計

算値より小さな値を示

している．

　b）速度一時間特性

　第3図の飛しょう軌

跡より，高度一時間，

水平距離一時間曲線を

求め図式微分を行ない

速度一時間特性を求め

たので第4図に示す．

計算値を記入してある

がこの値はエンジンの

燃焼中の推力をCons－

tant　としてある．燃焼

　）

Z伽

高度

瑚〃o

、32

砺〃o

’

地上気温∠～げ
／6卿

’ 地上風速　λ5％
風　　　同　ゴじ

28 ．

）

／考翅

甥・　’　’

29

　　’

Q6　°27眉〃
メイン燃焼終了、

@　㈲）
’ 一凹一一測定値

’

一一一

苧H一一一一一凸一一一　　吉†　　算　　イ［E≡i　‘吉†）

’

一→←一一一勲r一　　レーヲuLラ目り定イ直（R）

8

〃卿
溜3四　2δ

　　　’

グ卿

2
照5 〃

メイン妻火
彗

ノ7 ．〃

／7メイン臭火（計

∠5・ 6

石2’
13．μ
冴3

フ男燃焼終 1
4〃　 〃〃 アースタ・燃焼経了（計）

溺δ

9
2〃o

z
7グ゜

7

戯5

ρ

2卿 4〃〃 6ク” 8卿　　　〃〃o　　∠脚
@　　　　木耳L距離，て㈱

レーダ“泪り定偏「司

第3図

中における値は厳密には異なる値を示していることは当

然である・ただしそれらの結果を加味しても，ブースタ燃

焼中は測定値の方が，計算値に比べて大きな値を示して

いる．その後コースティング中の速度は測定値が計算値

よりも小さく，メインロケットの燃焼中においても測定

値の方が小さく最大速度で約9％少ない値を示している・

　5．　あとがき

　1°　　／°　　　　　　　　MUf
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飛Lよう方向

　　　　　　　　　　　　　発射方向

カッパ6型一RS2号機飛しょう軌跡

　　　追跡撮影装置はいずれも所期の性能を十分満足し得

　　た．今回のRS1号機のように，レーダを使用しなかっ

　　た場合はその性能を知るため光学的追跡を行なうことは

　　不可欠であろうし，したがって天候視界，およびロケッ

　　トに光学的観測が容易であるよう発煙，発光筒を付ける

　　か，または機体に塗装をほどこす等が必要と考えられる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1959．5．8）
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